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共同衛星で、東経113度のPalapa-Dの後
継機となるはずであった。報道発表によれ
ば、この衛星は2017年に中国長城工業公
司と契約したもので、中国航天工業公司が
「DFH-4E」プラットフォームを使って製作
した。重量5.5トンのかなり大型の衛星で、
C-band トランスポンダーが20本とKu-
band 10GbpsのHTSシステムが塔載さ
れている。なお、この衛星には、2億5000
万ドルの打ち上げ保険が付保されていると
のことである。
　業界の緊張を呼んだニュースとしては、
イ ラ ン の Islamic Revolutionary Guard 
Corpsによる初の軍事観測衛星の打ち上げ
成功が挙げられる。Al-Jazeeraによれば、4
月22日に「Nour ヌール（光）」と名付け
られたこの衛星は、地上425kmのSun-
synchronous軌道に投入されたという。使
用したロケットは、3段式の「Qassed　
（Messenger）」でイラン中部のMarkazi 
Desertから打ち上げられている。軍事用と
いうこともあり、どの程度の解像度を有する
衛星かは公表されていない。別の情報源によ
れば、ロケットは「Modifi ed Safi r」で、打
ち上げはイラン北部の IRGC基地から行わ
れたという。
　本誌5月号の「サテライト・スクエアー」で
レポートした倒産処理手続き中のOneWeb
社に関しては、その後、アマゾン、Space-X、
Eutelsatの3社が、予想通り救世主として
名乗りを上げた。まだ、どの程度真剣なのか
はっきりしないが、見殺しにはしたくないと
いう各社の強い意欲と既存のシステムを活
用してうまく波に乗りたいという思惑が感
じられる。
　また、OneWeb社の後ろ盾となってき
たソフトバンクグループは、4月13日に
7500万ドルの債権者保有融資を行うこと
になり、4月29日に裁判所に認められたと

　「サテライト」という本稿のメーンテーマ
に戻って、今回は世界の衛星通信・衛星放送
業界のホットなニュースをレポートする。
　明るいニュースとしては、まず、2月25
日に行われた「Intelsat-901」衛星と、ス
ペース・タグ（Space Tug）第1号「MEV-
1 （Mission Extension Vehicle-1）」との
宇宙でのドッキングが挙げられる。「MEV-1
は、Northrop Grumman Space Systems
と子会社のSpace Logistics が製作した
タグ（救助用引き船）の役割を負った特殊
な衛星である。具体的には、宇宙で寿命末
期を迎えている中古衛星にドッキングし
て寿命延長を実現する。今回の例で言え
ば、2001年6月に打ち上げられた老衛星
「Intelsat-901」にドッキングすることで、
同衛星の寿命を5年延ばすことに成功し、4
月17日に「Intelsat-901」は東経332.5
で再稼働を開始した。
　 第 2 号 と な る「MEV-2」 の 打 ち 上
げは 7月末に予定されており、今度は
「Intelsat-10-02」衛星（2004年打ち上
げ）の救済を行うという。「MEV-1」と同様
に5年間の寿命延長を試みる。この衛星に
は、Cバンド中継器が70台、Kuバンドが
36台搭載されており、約半数はまだ使える
状態のようだ。
　世界初の軌道上救助衛星と中古静止衛星
のドッキングが今回成功したことで、衛星の
経済性に対する考え方が変わる可能性が大
である。
　次いで、中国では、5月5日に長征5号
B型ロケットによる次世代宇宙船「神舟」の
打ち上げが行われ成功した。今回は、無人で
の打ち上げであったが、今後は2022年に
完成を目指す中国版宇宙ステーションに宇
宙飛行士を送り込む手段に使われると思わ
れる。打ち上げ射場は、海南島の文昌衛星発
射センターである。

　その後、5月7日に行われた追加発表に
よれば、これから2022年までに有人宇宙
船「神舟」と貨物宇宙船「天舟」の打ち上げ
をそれぞれ4回にわたって行う予定という。
　さらに、アメリカでは、宇宙ベンチャーの
スペースX社が開発した宇宙船「クールド
ラゴン」の有人テスト飛行の打ち上げ準備が
進められている。本稿執筆中の5月中旬時
点では、打ち上げは5月28日に行われる
予定である。「クールドラゴン」の大きさは、
高さ8.1メートル、直径4メートルで、宇
宙飛行士が乗るカプセルと物資や機器を載
せるトランクの2部構造になっている。こ
の宇宙船の打ち上げに使われるのは、スペー
スX社の2段式旗艦ロケット「ファルコン
9」である。「クールドラゴン」と「ファル
コン9」の組み合わせは、2011年に退役
してしまった「スペースシャトル」に代わっ
て国際宇宙ステーションに長期滞在者を送
り込む世界の希望の星である。
　時期は未定だが、日本の宇宙飛行士、野口
聡一さんの「クールドラゴン」運用初号機へ
の搭乗も決まっている。野口さんにとって
は、3回目の宇宙滞在となる。
　衛星放送の分野では、6月1日にブル
ガリアで新しい衛星放送が始まる予定だ。
「Neosat」と名付けられたこのDTHプラッ
トフォームは、2017年に打ち上げられた
「BulgariaSat-1」衛星を使用する。受信端
末は、Deltacom Electronicsが開発・販売
することになっている。コンテンツは、210
チャンネルで、この内の120はHDである。
　一方で、暗い残念なニュースが1件あっ
た。4月9日にインドネシアの「Palapa-N1 
（Nusantara 2）」衛星が、中国の「Long 
March-3B-G2」ロケットで打ち上げられた
が、第3段ロケットの不具合で投入に失敗し
た。「Nusantara 2」は、Indosat Ooredoo
と PSN （Pasifi k Satelit Nusantara）の

「衛星通信・衛星放送業界の最新ニュース」
「新4K8K衛星放送視聴可能機器」
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　残念なニュースとしては、5月5日に打
ち上げを予定していたインターステラテク
ノジーズ社の「MOMO 5号」の打ち上げが、
射場のある北海道大樹町の要請で延期とな
った。打ち上げを見ようと集まる人たちへの
新型コロナウイルス感染リスクを避けるた
めというのがその理由である。休業補償もな
いベンチャー企業にとって、スケジュールの
遅れは大きな打撃となる。そこで「新型コロ
ナには負けない。宇宙をあきらめない」を旗
印に掲げてクラウドファンディングを使っ
て支援を要請したところ、2,000人を超え
る支援者から3,700万円が集まり急場をし
のぐことができたという。1,000万円の大
口支援者として名乗りを上げたのは西野亮
広である。

「新4K8K衛星放送視聴可能機器」

　4月 22 日に放
送サービス高度化
推進協会（A-PAB）
が、新4K8K衛星
放送視聴可能機器
の3月分出荷台数
を発表した。それ
によると新チュー
ナー内蔵テレビが
226,000 台、 外
付け新チューナー
が 2,000 台、 新
チューナー内蔵録

Naoakira Kamiya
衛星システム総研　代表　
メデイア・ジャーナリスト　

の発表が行われた。これでチャプター11プ
ロセスの期間中でもOneWeb社はオペレー
ションを継続できる。
　この後4月30日になって、ソフトバン
クグループが2020年3月期の決算予測を
発表し大きな波紋を呼んだ。この発表によ
れば、純損益が7500億円からさらに増え
て9000億円の赤字になる見通しだという。
OneWeb社や米シェアオフィスWeWork
社への巨額の金融支援が重い足かせになっ
ているようだ。
　日本では、4月に衛星メーカーのロッキ
ード・マーチン社からスカパー JSATに
「JCSAT-17」衛星の引き渡しが完了した。
アメリカでの新型コロナウイルスの感染拡
大で予定より少々遅れたようだが大きな実
害はなかったと思われる。この衛星の特色
は、直径18メートルの大型アンテナで、宇
宙での展開が成功裏に行われている。
　次に予定されているのは、衛星放送システ
ム（B-SAT）の「BSAT-4b」衛星の打ち上
げだ。このスペースシステムズ/ロラールで
製作した衛星は、本来5月か6月にアリア
ン5ロケットで打ち上げる予定であったが、
打ち上げを行うアリアンスペース社のギア
ナ・スペース・センタ―が新型コロナウイル
スの影響で、3月16日から5月10日ま
で閉鎖されたことで延期されている。東京オ
リンピック・パラリンピックが一年延期され
ることになりNHKを始めとする中継器の
ユーザーに対する懸念が薄らいだのが幸い
と言える。

画機が38,000台、新チューナー内蔵セッ
トトップボックスが58,000台で、合計
324,000台である。
　一方、3月末までの累計出荷台数は、新チ
ューナー内蔵テレビが2,499,000台、外付
け新チューナーが244,000台、新チューナ
ー内蔵録画機が405,000台、新チューナー
内蔵セットトップボックスが792,000台
で、合計3,940,000台に達した。4月に
は、4,000,000台の大台を超えることにな
りそうだ。

写真1　救助衛星（右）と中古衛星（左）との宇宙でのドッキングが世界で初め
て成功した。（写真は、ノースロップ・グラマン社の「Satellite 2019」のブー
スで撮影したもの）

写真2　4月に衛星メーカーのロッキード・マーチン社からスカパーJSATに
「JCSAT-17」衛星の引き渡しが行われた。

（写真提供：ロッキード・マーチン社）


